
ヘッドライト下向きで測定

自動車の停止距離は、時速６０ｋｍの場合、約４４ｍです。
明るい色の服装をしていても交通事故に遭う危険性があります。
反射材を身に付けている場合は、約５７ｍ以上の視認性があるので、付けてい
ない場合と比べ、安全性が格段に高くなります。

反射材あり

反射材なし

ドライバーから見ると反射材を「着用している歩行者」は「着用していない歩行者」
よりも、２倍以上前から見つけることができると言われています。

夕暮れ時、夜間、早朝
外出時には反射材を身に付けましょう！

警視庁犯罪対策抑止本部からのお知らせです。


